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大和高原動物診療所

速水 秋

アレルギー検査の
有用性に関する
回顧的調査

馬のアレルギー性皮膚炎

馬のアレルギー性皮膚炎

→昆虫過敏症、アトピー、食物
アレルギーなど

○症状

掻痒感、脱毛、蕁麻疹

二次感染

慢性経過→過角化、苔蘚化

※蕁麻疹
アレルギー性

or

非免疫学的要因
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アレルギー性皮膚炎の治療・課題

治療

投薬

• 昆虫対策
• 粉塵対策
• 食餌試験
• 移動

• 馬具・ケア用品見
直し

二次感染治療・
スキンケア

原因の排除

• 抗ヒスタミン薬
• ステロイド剤

• 細菌感染
• マラセチア
• 保湿

• 対策に手間がかかる

• 原因が特定できない
ことも

• 副作用のリスク

• 長期間の投与で
コスト↑

• 効果的なスキンケア
方法は?

原因の特定のために

皮内試験 or 血清学的検査

アトピー性皮膚炎 蕁麻疹

治療に反応しない 慢性化(2ヶ月以上)

アレルゲンの特定・排除

減感作療法?

良化しない

(EQUINE DERMATOLOGY)



2023/2/14

3

血清学的検査について

血清学的検査

→アレルゲン特異的IgE検査

○メリット
検査が簡便(採血のみ)

検査時の投薬に左右されない
多くの項目を検査できる

○デメリット
偽陽性が多い
検査の有効性に疑問あり

※IgE抗体の存在=疾患の発現

ではない！！

スペクトラムラボジャパン
https://slj033.wixsite.com/spot-test

過去のアレルギー検査実施状況

• 実施期間：2020.1~2022.12

• 頭数：41頭

◇アンケート項目◇
• 検査時の症状
• アレルギー対策内容
• 経過・再発の有無

など

→回答24頭

血清学的検査が疾患の良化
に寄与したか調査
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結果① 検査時の症状

•検査時の症状(24頭)
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結果② 対策の有無

•検査結果から何か対策を行なったか?(24頭)

対策した
67%

対策しな
かった

33%

理由

• 投薬・時間経過で症状が
落ち着いた。

• 抗体価がどれも高くなく、
対策を絞れなかった

• 検査時に無症状だった

など
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結果③ 経過まとめ

アレルギー検査

IgE高値項目なしIgE高値項目あり

飼料 昆虫 カビ 花粉

○ △ ○ ×

複数対策

○ ×

頭数

効果 ○ △

良化した症例

サラブレッド 11歳 セン
初診 2022年2月25日
全身に蕁麻疹
抗アレルギー薬、ステロイド投与で良化
投薬終了するとすぐに再発

→ 2022年3月27日アレルギー検査実施
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良化した症例・IgE抗体価

○検査結果
オーツ麦・セイバンモロコシ

○対策
給餌の変更
• 乾草アルファルファに変更
• ペレット給餌中止
→良化

○要因

� 抗体価から対策を絞りやすかっ
た

� 給餌内容の変更後、すぐに症状
が改善

良化しなかった症例

サラブレッド 11歳 セン

初診 2021年5月5日

全身に蕁麻疹、漿液滲出

抗アレルギー薬投与で多少良化するが、すぐに再発

→ 2022年6月2日アレルギー検査実施
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良化しなかった症例・IgE抗体価

○検査結果
イエバエ、メクラアブ、
コムギ花粉など

○対策
昆虫対策
• フライシート
• 虫よけスプレー
• 扇風機
移動
→多少良化するも再発

○要因
� 昆虫を防ぎきれなかった
� 花粉も関与?

考察

飼料

除去がある程度容易
成功しやすい！

昆虫 花粉

除去が難しい
良化しなかった場合も多い

高い抗体価なし

アレルゲンが検査項目内にない?

アレルギー疾患ではなかった?

色々対策を試すと奏効した場合も

効果的な対策法
減感作療法?

結果

絞込み！
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皮膚疾患の予防

保湿

皮膚のバリア強化

必須脂肪酸 整腸剤

抗炎症作用

プレバイオティクス
プロバイオティクス

オメガ3 ヘパリン類似物質
白色ワセリン

腸管バリア強化
免疫細胞バランス変化

アレルギー性皮膚疾患の
予防・改善に繋がるか?


